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1．はじめに 

前報(その１)では，フレッシュモルタルの塑性粘度

と透水係数および調合の関係に関する実験概要につい

て報告した。本報(その２)では，フレッシュモルタル

の塑性粘度と透水係数および調合の関係に関する実験

結果および考察について報告する。 

 

2．実験結果および考察 

2.1 フレッシュモルタルの塑性粘度 

図-1に，せん断速度とせん断応力度の関係を水セメ

ント比別に示す。図から分かるように，せん断速度と

せん断応力度の関係には水セメント比による影響がみ

られるが，水セメント比が大きくなるほど曲線の傾き

が大きくなるというような一様な傾向はみられず，前

報1)で報告した実験結果とは異なる傾向を示している。

これには，試験器の違いよる実験結果の相違が考えら

れ，小型外円筒回転型回転粘度計と小型羽根沈入式試

験器では，実験結果から得られるせん断速度とせん断

応力度の関係が異なる傾向にあると考えられる。 

図-2に，塑性粘度と水セメント比の関係を示す。図

から分かるように，塑性粘度と水セメント比の間には

相関関係はみられるが，前報1)の実験結果とは異なり相

関係数の値が0.25程度小さくなっている。これには，

水セメント比が45％の塑性粘度の値が大きく起因して

いると考えられるが，前報1)の実験結果と比較すると塑

性粘度の値がいずれも極端に大きくなる傾向にあるこ

とから，小型羽根沈入式試験器で測定した見掛けの塑

性粘度の値が大きく影響していると考えられる。小型

図-1 せん断速度とせん断応力度の関係
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羽根沈入式試験器は，文献3)に示された試験器を単純

に縮小した試験器である。しかし，試料の塑性粘度は

実際の試料の値だけであり，試験器の縮小に相関して

小さくなるものではない。試験器を縮小すると沈入羽

根と容器側面との距離は実質的に短くなるが，試料中

のセメント粒子や細骨材粒子は実際の試料の大きさの

ままであり形状や寸法には変化はない。したがって，

羽根の沈入にともなう試料のせん断抵抗は，試験容器

側面の拘束作用に影響され大きくなったと考えられ，

試験器を縮小したことが，試料の見掛けの塑性粘度を

大きくし，かつばらつきを大きくしたものと考えられ

る。 

2.2 フレッシュモルタルの透水係数 

図-3に，透水係数と水セメント比の関係を示す。図か

ら分かるように，水セメント比が大きくなると透水係数

の値も大きくなる傾向にあり，透水係数と水セメント比，

すなわち調合との間には強い相関関係がみられる。これ

は，前報1)の実験結果(相関係数:0.9826)を再現する傾向

にあり，いずれの試験値も前報1)と同程度の値を示してい

る。 

2.3 塑性粘度と透水係数の関係 

図-4に，塑性粘度と透水係数の関係を示す。図から分

かるように，塑性粘度と透水係数の間には相関関係はあ

まりみられず，前報1)の実験結果と比較すると相関係数の

値が0.4程度小さくなっている。これには，2.1節で述べ

た考察と同様に，小型羽根沈入式試験器で測定した見掛

けの塑性粘度が影響していると考えられる。したがっ

て，本実験で用いた小型羽根沈入式試験器は，容器側面

の拘束作用を考慮し，羽根の寸法などを改良する必要が

あると考えられる。 

 

3．まとめ 

本報(その２)では，フレッシュモルタルの塑性粘度

と透水係数および調合の関係に関する実験結果および

考察について報告した。実験結果をまとめると，以下

のようになる。 

1)フレッシュモルタルの透水係数と調合の関係は前

報1)と同様で相関係数が大きく，再現性のある傾向

を示した。 

2)フレッシュモルタルの塑性粘度と透水係数や調合

の間には強い相関関係はみられず，試験器を改良

するなどして見掛けの塑性粘度を正しく測定する

必要がある。 

今後は，小型羽根沈入式試験器を改良し，フレッシ

ュモルタルの透水係数と塑性粘度および調合の関係に

ついて，あらためて検証していきたいと考えている。 
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図-4 塑性粘度と透水係数の関係
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図-2 塑性粘度と水セメント比の関係
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図-3 透水係数と水セメント比の関係
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